
 

第 13 回 日野川水害タイムライン検討会 
 

日時：令和 7 年 12 月 5 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

場所：日野川河川事務所 別館 2F 会議室、 

   WEB 会議 

 
次 第 

 

 

１．開会挨拶 

 

２．令和 7 年度の振り返り 

 

３．出水対応に係るアンケート結果 

 

４．タイムラインの改善に向けた意見交換 

 

５．連絡事項 

 

６．質疑応答 

 

７．講評 

 

８．閉会 

 

―――――――――――――――――――――― 

【配布資料】 

・次第 

・出席者名簿、配席表 

・資料 1 令和 7 年度の振り返り 

・資料 2 出水対応に係るアンケート結果 

・資料 3 タイムラインの改善に向けた意見交換 

・資料 4 連絡事項 



１．令和7年度の振り返り

資料１第13回 日野川水害タイムライン検討会
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雨量（mm）水位（m）

9/4                                                                                                                          9/5

福市水位観測所

雨量 水位 水防団待機水位 氾濫注意水位 避難判断水位 氾濫危険水位

レベル到達要因期間

レベル準備台風15号9/4 11︓00 発動
9/5 13︓00 解除

タイムラインの発動状況

 令和7年度はタイムラインを計1回発動。
 9/4〜9/5の台風により、レベル準備が発動。

1

9/4 前線への警戒
 台風15号の接近に伴い、⻄日本に停滞していた前線が活発化し、前線と台風の湿った空気の影響で、

局地的に非常に激しい降⾬が発⽣。

出典︓過去の天気図/気象庁HP

【⽶⼦⾬量観測所】
レベル準備発動

累加⾬量︓8mm

（9/1 11:00~9/5 24:00）
レベル解除



タイムラインの発動状況

 本年度のタイムライン発動時・解除時は以下のようなメールが送信された。

2

日野川水害タイムライン発動に関する連絡 日野川水害タイムライン解除に関する連絡



２．出水対応に係るアンケート結果

資料２第13回日野川水害タイムライン検討会



Ⅰ．タイムラインの活用状況
Ⅱ．日野川水害タイムラインの効果的な運用に向けた取

り組み
Ⅲ．日野川水害タイムライン情報提供システムについて
Ⅳ．日野川水害タイムラインの改善要望

 令和7年度出水期の振り返りを目的として、タイムラインや情報提供システムに関
するアンケートを実施。

 アンケート調査は49機関中、49機関が回答。

1

（１）アンケート概要

お忙しいところ、ご協⼒ありがとうございました。

令和7年11月10日(月)〜11月17日(月)実 施 期 間

アンケート内容



 台風15号においては、出水の危険性も低く、タイムラインを活用するまでにない
と判断した機関が多数。

 いくつかの機関では、日野川水害タイムライン以外の情報収集システムを活用し
ている。 2

Q︓台風15号において日野川水害タ
イムラインを活用しましたか︖

活用しなかった
（74％）

活用した
（26％）

（N=43）

活用しなかった理由

活用する必要がなかった
確認できなかった
他の方法を使用した
川の防災情報（河川カメラ）を利用していた

①日野川水害タイムラインの活用

Ⅰ．タイムラインの活用状況
①日野川水害タイムラインの活用状況



 「念のため必要な確認を⾏うことができた」、「その後の予測をすることが
できた」と回答した機関が最も多く、「災害時対応の準備に活用することが
できた」と回答した機関は1機関と少ない。

Ⅰ．タイムラインの活用状況
①日野川水害タイムラインの活用状況

3

①日野川水害タイムラインの活用

0 1 2 3 4 5 6

回答機関数

・その後の予測をすること
ができた

・念のため必要な確認を⾏
うことができた

・災害時対応の準備に活用
することができた

Q︓日野川水害タイムラインが役に⽴った理由を教えてください。



 約8割と多くの機関がタイムライン発動時のメールを確認。
 メールが未受信の機関があり、災害時に確実にメールが届くよう、事前に確認す

ることが必要。
4

確認した
（81％）

確認しなかった
（19％）

（N=43）

②発動メールの活用

確認しなかった理由
メールが埋もれてしまい⾒逃した
不在であったため
確認できなかった
具体的な対応の必要性が無かった
メールが未受信のため

Ⅰ．タイムラインの活用状況
②発動メールの活用状況



 ほとんどの機関が「役にたった」と回答しており、「想定レベルの把握」に
役⽴っている。

 既に防災体制をとっていた機関には、「役⽴たなかった」という意⾒もあり。
5

役⽴った
（91％）

役⽴たなかった
（9％）

役⽴たなかった理由
タイムライン発動前から防災体制を取ってい
た（N=43）

役⽴った理由
想定レベルの把握ができた。
施設内で迅速に情報共有することができた
災害対応の準備等に活用できた。

②発動メールの活用

Ⅰ．タイムラインの活用状況
②発動メールの活用状況



 全参加機関が「役⽴った」と回答しており、満⾜度は⾼かった。

Ⅱ.タイムラインの効果的な運用に向けた取組について
①危機感共有定例会

 関係機関において、顔の⾒える関係作り、出水期中の危機感の共有を目的とし、危
機感共有定例会を台風期の初期の8月に開催しました。

●開催概要
30分令和7年8月20〜22日日時

Web会議場所

計15機関参加者

1. 趣旨説明
2. 当該月の天候の⾒通し（⿃取
地方気象台）

3. 質疑応答
議事

6

Q︓危機感共有定例会は役に⽴ちましたか︖

役⽴った
（100％）



 危機感共有定例会に参加することで、多くの機関が「出水に対する危機感」
を持つことができている

 開催を知らない機関もあり、周知方法の改善が必要。
7

59%

20%

Ⅱ.タイムラインの効果的な運用に向けた取組について
①危機感共有定例会

不参加の理由
日程が合わなかった
参加したいと思わなかった
存在を知らなかった

Q︓危機感共有定例会が役に⽴った理由を教えてください。

・日野川の過去の出水状況を知る
ことができた

・気象の今後の⾒通しを⼊⼿するこ
とができた

・関係機関と顔の⾒える関係を構築
することができた

・出水に対する危機感を持つことが
できた

0 1 2 3 4 5 6

回答機関数



 全参加機関が「役⽴った」と回答しており、満⾜度は⾼かった。

●開催概要

1時間令和7年8月20〜22日日時

Web会議場所

計16機関参加者

●基礎コース
 タイムラインの目的・効果・内容
 想定するハザード、被災シナリオ
 各機関の役割
●活用コース
 タイムライン運用方法
 タイムライン活用例の解説
●実践コース
 水害シナリオに沿ったタイムライ

ン情報提供システム操作方法

議事

8

Q︓ウェビナーは役に⽴ちましたか︖

役⽴った
（100％）

 関係機関が平時からタイムラインの概要や運用方法を確認することを目的として、
タイムラインに関するウェビナーを台風期の初め（8月）に3回開催しました。

Ⅱ.タイムラインの効果的な運用に向けた取組について
②ウェビナー



 約3割の機関が「タイムラインについて理解することができた」と回答して
いる。

 毎年受講していただくことの重要性を周知する必要。
9

59%

20%

不参加の理由
日程が合わなかった
参加したいと思わなかった
会議形式（Teams）が対応できないから
昨年度受講したため
当社において情報収集システムを確⽴しているため

Q︓ウェビナーが役に⽴った理由を教えてください。

・タイムラインについて理解すること
ができた

・WEB形式のため参加しやすかった

Ⅱ.タイムラインの効果的な運用に向けた取組について
②ウェビナー

・動画の説明がわかりやすかった

0 1 2 3 4 5 6 7 8

回答機関数
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・・・

●日野川河川事務所ホームページからのアクセス方法

 情報提供システムは、日野川に関する情報を出水時にスムーズに⼊⼿できることを
目的としています。

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
①日野川水害タイムライン情報提供システムの活用状況



 3割の機関が日野川水害タイムライン情報提供システムを利用しており、利
用した機関は全機関「役⽴った」と回答している。

11

（N=43） （N=13）

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
①日野川水害タイムライン情報提供システムの活用状況

Q︓情報提供システムは
利用しましたか︖

Q︓情報提供システムは
役⽴ちましたか︖

利用しなかった
（70％）

利用した
（30％）

役⽴った
（100％）

利用しなかった理由

必要性を感じなかった
操作方法が分からなかった
他の情報源で十分だった
利用できる環境になかった

役にたった理由

詳細な雨雲の動きや河川の状況を把握する
ことができた

効率的に情報収集することができた
水位情報を確認することができた



12

 複数の防災・気象情報を⼀度に同時に監視、状況に応じて表示させる情報を選択。
 台風発生時等、様々な情報を⼿に⼊れたい時や、具体的にどの情報を⾒ればよいか

わからないときに活用できます。
②各画面に表示したい情報
を個別にカスタマイズ可能

③クリックして各HPの該当
ページを別ウィンドウ表示

⑤河川を選択

⑥観測所を選択⑥観測所を選択

①現在のタイムラインレベル
に応じたボタンをクリック

④表示したい
情報を選択

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
②マルチ画面の活用状況



 約3割の機関が日マルチ画面利用しており、利用した機関は全機関「役⽴っ
た」と回答している。

 操作方法が分からなかった機関が複数あり、操作方法について理解を深め
る機会が必要。 13

（N=43） （N=12）

Q︓マルチ画面は利用し
ましたか︖

Q︓マルチ画面は役⽴ち
ましたか︖

利用しなかった
（72％）

利用した
（28％）

役⽴った
（100％）

利用しなかった理由
必要性を感じなかった
使用方法が分からなかった
他の情報源で十分だった
確認が必要な状況でなかった

役にたった理由
複数の情報を同時に確認でき、効率的に
情報収集を⾏うことができた

画面操作が分かりやすかった

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
②マルチ画面の活用状況



 関係機関からのスマートフォンへの対応に関する要望や、担当者毎に必要な情報が異なること
を踏まえて、各自の必要な情報をブラウザ上に登録できるお気に入り機能を追加。

 関係機関からのスマートフォンへの対応に関する要望や、担当者毎に必要な情報が異なること
を踏まえて、各自の必要な情報をブラウザ上に登録できるお気に入り機能を追加。

「お気に⼊り1〜3」に登録した画
面をマルチ画面に表示

14

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
③お気に入り機能の活用状況



 約1割の機関がお気に⼊り機能を利用しており、利用した機関は全機関「役
⽴った」と回答している。

 お気に⼊り機能に「必要性を感じていない」機関が多く、改善が必要。
15

（N=43）
（N=6）

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
①日野川水害タイムライン情報提供システムの活用状況

Q︓お気に入り機能は
利用しましたか︖

Q︓お気に入り機能は
役⽴ちましたか︖

利用しなかった
（86％）

利用した
（14％）

役⽴った
（100％）

利用しなかった理由
必要性を感じなかった
操作方法が分からなかった
利用できる環境になかった
当社において情報収集シス
テムを確⽴しているため

役にたった理由
必要な情報をすぐに⾒つけることができた
よく使う情報をまとめて管理できた
操作が簡単にできた

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
③お気に入り機能の活用状況
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 防災⾏動に必要な情報に迅速にたどり着けるよう、既存情報を集約してカテゴリー
表示しています。

タイムラインについて掲載

ダムについて

水害リスクラインについて

日野川水害タイムライン（PDF）を
クリックしてダウンロード

道路について

カテゴリー区分して集約⾒たい情報を選択してリンクをクリックすると、⾒たい情報を選択してリンクをクリックすると、
各サイトが別ウィンドウで表示

・朝鍋ダム

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
④リンク集の活用状況



 約2割の機関がリンク集を利用しており、利用した機関は全機関「役⽴っ
た」と回答している。

17

（N=43）
（N=8）

Q︓リンク集は利用しま
したか︖

Q︓リンク集は役⽴ち
ましたか︖

利用しなかった
（81％）

利用した
（19％）

役⽴った
（100％）

利用しなかった理由
必要性を感じなかった
操作方法が分からなかった
他の情報源で十分だった
リンクが多すぎて選びにくかった
使うサイトは自分でお気に⼊り登録しているので、
そこからの方が選びやすい。

利用できる環境になかった

役にたった理由
河川や気象の状況をリアルタイムで把握
できた

多岐に渡る情報を⼀元的に活用すること
ができた

必要な情報をすぐに⾒つけることができ
た

他の情報源よりも分かりやすかった

Ⅲ.日野川水害タイムライン情報提供システムについて
④リンク集の活用状況
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Ⅳ．日野川水害タイムラインの改善要望
①日野川水害タイムラインへのご意⾒

Q︓日野川水害タイムラインを確認し、良かった点や改善点について記入してくだ
さい。

良かった点（⼀部抜粋）
日野川のポータルサイト水害タイムライン情報提供システムは、毎日、防災担
当者の情報把握に必要なツールとして、活用しています。年々使いやすくなっ
たと感じます。

必要な状況になりそうであれば非常に便利だと思います。
様々な情報を⼀画面で確認できて情報を把握しやすい。

ご意⾒・ご要望（⼀部抜粋）
タイムラインの使うことのできるシステムの⼀覧などがあれば、マニュアルと
⼀緒に教えてもらいたい。

河川担当部署が⾏うのか道路担当部署が⾏うのかがわかりにくいです。
実運用になってみないと、タイムラインとの並列的な運用がわからない。
理解するための時間がなかなか取れずシステム等の理解ができていませんでし
たので、なかなか利用ということになりませんでした。

来年の出水期に変更される洪水に関する情報について、早めに情報共有や意⾒
交換をしたい。



 最も多くの機関が、日野川水害タイムラインに対し、「災害時に必要な情報をス
ムーズに収集・確認することができる」機能・効果を求めている。

19

Ⅳ．日野川水害タイムラインの改善要望
②日野川水害タイムラインに求める効果・機能

Q︓近年の頻発する浸水被害を踏まえ、今後日野川水害タイムラインに期待する効果
や機能について教えてください。

・災害時の対応⼿順を明確
かつ迅速に把握すること
ができる

・災害時に連携が必要な関
係機関が容易に把握する
ことができる

・必要な情報をスムーズに
収集・確認することがで
きる

0 5 10 15 20 25 30

回答機関数



結果を踏まえた対応アンケート結果まとめ設問

 定期的に担当者メーリングリストを更新。
 アーカイブ配信を活用し、出水対応を想定

したデモンストレーションを実施。

＜メール＞
 多くの機関がタイムラインのメールを確認し、役⽴ったと
感じている。

 ⼀方で、メールを受信できなかった機関もあり。
＜タイムライン＞
 台風１５号による出水もなかったため、活用機関は３割と

控えめ。
 活用した機関は、全機関日野川水害タイムラインは役⽴っ
たと感じている。

Ⅰ．タイムライ
ンの活用状況

 録画配信を活用し、時間に縛られることな
く、日野川水害タイムラインについて学習
することが可能。

 危機感共有定例会、ウェビナーともに約3〜4割程度の機関
が参加している。

 多くの機関が日程の都合により、参加することができなか
たと回答。

 ⼀部機関ではWeb会議システムの都合により参加できな
かったとの回答もあり。

Ⅱ．日野川水害
タイムラインの
効果的な運用に
向けた取り組み

 操作方法について学習する機会を設ける。
 録画配信を活用し、操作方法について学習

可能。

＜日野川水害タイムライン情報提供システム＞
 台風１５号による出水もなかったため、利用機関は約３割

と控えめ。
＜マルチ画面・お気に入り機能・リンク集＞
 全体的に利用機関は約1割〜3割と控えめ。
 利用した機関は全機関「役⽴った」と回答している。

Ⅲ．日野川水害
タイムライン情
報提供システム

について

 リンク先の場所など、⼀部機能のレイア
ウトの修正を検討。

 レイアウトについては肯定的な意⾒が多数。
 ⼀方で、⾒づらいという意⾒もあり、⾒やすさについては

賛否両論が分かれている。
 日野川水害タイムライン対し、多くの機関が効果・機能と
して、「スムーズな情報収集」を求めている。

Ⅳ．日野川水害
タイムラインの

改善要望

（３）アンケート結果まとめ

20



３．タイムラインの改善に向けた意⾒交換

資料３第13回 日野川水害タイムライン検討会



■本⽇の流れ
（１）テーマ説明

各テーマの背景や、議論していただき
たい目的や観点について説明します。

（２）意⾒交換
各テーマに沿って意⾒
交換していただきます。

■テーマ
（１）本年度の他地域における災害を踏まえた、⽇野川⽔害タイムラインに

おける懸念事項・改善点
（２）情報統制に関する工夫
（３）危機感共有定例会、ウェビナーの有効活⽤に向けて
（４）⽇野川⽔害タイムラインの「⾒やすさ」の改善

 本年度の全国的な水害や事前アンケ－トの結果を踏まえて、意⾒交換会を⾏います。

1

意⾒交換の内容

⽇野川⽔害タイムラインや
R8年度の取り組みに反映



 今後日野川水害タイムラインに追加してほしい情報・機能
 出水対応を想像した際、想定される課題点や不安・懸念点

（１）本年度の他地域における災害を踏まえた、⽇野川⽔害
タイムラインにおける懸念事項・改善点

2

 9⽉に上陸した台風15号に伴う大雨・⻯巻では、８県（秋田県、栃木県、神奈川県、
新潟県、静岡県、愛知県、大分県、宮崎県）で被害が発生しており、静岡県では死
者1名、重傷者14名（11/14時点）といった甚大な人的被害が発生しました。

 日野川流域においては、風水害は発生しなかったものの、台風15号のような災害
時に適切な対応を取ることができるよう、事前に準備しておくことが重要です。

意⾒交換の内容

出典︓令和7年台風第15号情報 台風第15号による被害状況について【第35報】（静岡県HP）

静岡県における台風15号の被害

⼈的被害ゼロへ︕

⽇野川⽔害タイム
ラインの有効性を

高める

平時より、⽇野川
⽔害タイムライン
の理解を深める

 今後日野川水害タイムラインに追加してほしい情報・機能
 出水対応を想像した際、想定される課題点や不安・懸念点

意⾒交換の内容



（２）情報統制に関する工夫

3

 迅速かつ容易に内容を理解することが可能となることを目的に、メーリングリスト
のレイアウトを修正しました。

メーリングリスト新旧比較
修正版旧版

件名︓【日野川】水害TL（レベル3）【移⾏】

日野川水系大規模氾濫時のタイムライン検討会 メンバー各位

日野川河川事務所より、以下のとおりお知らせします。

【重要】タイムライン段階（レベル）について
台風経路や今後の気象情報等から、タイムラインのレベル注意
段階とします。
■現状について
浸水害の大雨警報、洪水警報が発令されております。
・溝⼝水位観測所︓○時○分に避難判断水位3.4mに到達
■今後の気象情報等について
今後も水位が上昇することが予想されます。
■次のメール発出予定
次のメール発出は、〇日〇時頃を予定しています。
-------------------------------------------------------------
■ポータルサイト（日野川水害タイムライン情報提供システ
ム）URL
http://○○○

件名︓【移⾏】日野川TLレベル３

日野川水系大規模氾濫時のタイムライン検討会 メンバー各位

日野川河川事務所より、以下のとおりお知らせします。

【重要】タイムライン段階（レベル）について
台風経路や今後の気象情報等から、タイムラインのレベル注意
段階とします。
■ポータルサイトURL

http://○○○
■現状について
浸水害の大雨警報、洪水警報が発令されており、○時○分に溝
⼝水位観測所にて避難判断水位3.4mに到達しました。
■今後の気象情報等について
今後も水位が上昇することが予想されます。
■次のメール発出予定
次のメール発出は、〇日〇時頃を予定しています。

 災害時に活⽤することを念頭に、情報やレイアウトなどの追加・修正事項
意⾒交換の内容



（３）危機感共有定例会、ウェビナーの有効活⽤に向けて
①R7年度の実施概要

4

 R6年度からの取り組みとして、顔の⾒える関係作りや出⽔期中の危機感の共有を
目的とした危機感共有定例会を台風期の初期の8⽉に開催しました。

 日野川水害タイムラインの習熟を図るため、タイムラインの活⽤方法や情報提供シ
ステムの操作方法に関するウェビナーを8⽉の3日間に開催しました。

危機感共有定例会 ウェビナー
全3回（8/20〜/22）開催し、合計15機関が参加しました。
各機関より以下の内容を共有しました。

 鳥取地方気象台︓今後の天候の⾒通し（3か⽉予報・1か
⽉予報に基づく大雨や台風の可能性等）

主な対象者内容コース

新任担当者
タイムラインの目的・効果・内容
想定するハザード、被災シナリオ
各機関の役割

基礎

タイムライン
未活⽤者

タイムライン運⽤方法
タイムライン活⽤例の解説活⽤

システム
未活⽤者

水害シナリオに沿ったタイムライン情報
提供システム操作方法実践

全3回（8/20〜/22）開催し、合計16機関が参加しました。

R7年の台風期における天候の⾒通し
（鳥取地方気象台）

タイムライン解説動画を⽤いて説明

情報提供システムに関する説明



（３）危機感共有定例会、ウェビナーの有効活⽤に向けて
②今年度の新たな取り組み

5

 今年度の新たな取り組みとして、オンライン教材として、「ウェビナー録画配信」
を作成しました。

 ウェビナー録画配信等を積極的に活⽤し、平常時からタイムラインの理解を深める
ことが重要です。

ウェビナー録画配信

意⾒交換の内容

 R7年度以降の継続実施について
 運⽤方法の改善に関する要望
 他新たに実施してほしい取り組み

メリット

１．新任担当者の引継ぎ・学習に活
⽤可能

２．時間や場所に縛られず学習可能
３．繰り返し学習することで、タイ

ムラインの理解を深めることが
可能



（４）⽇野川⽔害タイムラインの「⾒やすさ」の改善

6

 事前アンケートでは、多くの機関が日野川水害タイムラインにおける情報提供シス
テムの「⾒やすさ」について回答しており、⾒易さについては賛否両論である。

 また、今後日野川水害タイムラインに期待する効果や機能について約４割の機関が
「必要な情報をスムーズに収集・確認することができる」と回答しており、迅速か
つ容易に情報を収集・確認することが求められている。

事前アンケ－トで頂いた意⾒

意⾒交換の内容

 現在の日野川水害タイムライン（情報提供システム）において、どういった点
が「⾒やすい」・「⾒づらい」と感じるか

ご意⾒・ご要望
【⾒やすい】
様々な情報を一画面で確認できて情報を把握しやすい。
一つのが画面でいくつもの情報が確認できるのが大変ありがたい。
【⾒づらい】
マルチ画面はごちゃごちゃして⾒にくいです。
タイムラインの解説版・概要版・詳細版・運⽤方法 は上の方に配置されてい
ると良いと思います。



４．連絡事項

資料４第13回 日野川水害タイムライン検討会



（１）タイムライン詳細版の意⾒照会

 防災⾏動項目の内容と実施のタイミングについて、自機関の防災マニュアルと
の整合等。

【意⾒照会に関する問合せ・提出先】
〒689-3537 鳥取県 米子市 古豊千 ６７８
国⼟交通省 中国地方整備局 日野川河川事務所
流域治水課

浜元 宏明 宛

1

 R8年度の出水期に向けて、タイムライン詳細版の確認・修正をお願いします。
 修正がある場合は下記の問合せ・提出先まで変更記録シートの提出をお願いします。

（期限︓R8年2月末）

確認・修正していただきたい内容

ﾀｲﾑﾗｲﾝ詳細版の最新版、変更記録シートは、
日野川水害タイムライン検討会ホームページ

（https://www.cgr.mlit.go.jp/hinogawa/timeline/index.html）
よりダウンロードをお願いします。



（１）タイムライン詳細版の意⾒照会

変更前 変更後
タイムラインレベル
（変更後）

移動場所

　レベル3 5 関係機関へ水位情報伝達 発

　レベル1 35 水防団の出動 2 No47と48の間

タイミングの修正

タイムラインレベル 項目No

役割の修正

表現の修正（修正後）

例1：表現・役割の修正の場合

例２：タイミングの修正の場合

＜変更記録シートの記⼊例＞

＜凡例＞
◎︓主体的な⾏動、情報の発信
○︓⾏動の⽀援・協働、情報収集、伝達

2

◎○

R8年度の出⽔期に向けて、
ご協⼒の程よろしくお願いします。

 タイムライン変更記録シートには、以下に⽰す記⼊例の通り、修正する防災⾏動項
目のタイムラインレベル、項目No、修正内容を記⼊してください。



（２）参画機関とメーリングリスト登録アドレスの確認

3

組織
防災安全課

米子市
道路整備課
⻑寿社会課
学校教育課

総務課水道局
総務課

伯耆町 地域整備課
福祉課
教育委員会事務局
総務課

南部町
建設課
健康福祉課
教育委員会事務局
総務・学校教育課
総務課

日吉津村 福祉保健課
建設産業課
教育委員会事務局
危機管理政策課

鳥取県
河川課

⻄部振興課県⺠福祉局

維持管理課⻄部総合事務所
米子県⼟整備局

組織
警備第二課警察本部 警備部

鳥取県
警備課米子警察署
警備課⿊坂警察署

警防課⻄部広域⾏政管理組合消防
局

第8普通科連隊陸上自衛隊防衛省
鳥取地方気象台気象庁
なんぶ幸朋苑

福祉施設

ゆうゆう壱番館よなご
よなご大平園
グループホームやまもと
博愛苑
光生会
（米子ワークホーム）

中国統括本部
安全推進部ＪＲ⻄日本（株）

交通機関 米子営業所日本交通（株）
米子⽀店日ノ丸自動⾞（株）
米子ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｾﾝﾀｰ配電課中国電⼒ネットワーク

（株）ライフ
ライン

米子ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｾﾝﾀｰ変電課
導管事業部
施設グループ米子ガス（株）

組織
鳥取⽀店

ＮＴＴ⻄日本（株）通信インフラ
NTTﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｸﾉ
米子⽀局ＮＨＫ

報道機関

報道制作局日本海テレビジョン
放送（株）

報道部（株）山陰放送
ニュース制作
局報道部

山陰中央テレビジョン
放送（株）

報道部（株）中海テレビ放送
（株）ＤＡＲＡＺ
コミュニティ放送

倉吉河川
国道事務所

中国地方整備局国⼟交通省 日野川河川
事務所

日野川⽔害タイムライン検討会 参画機関

 日野川水害タイムラインへの参画機関の追加や、メーリングリストに登録している
アドレスの変更・追加がある場合は、日野川河川事務所に連絡をお願いします。
（メーリングリストには、夜間、休日に受信できるアドレスの登録と、異動時の担
当者・メールアドレス変更をお願いします。）
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